
令和６年度重点目標　自分のよさを見つけ、ともに伸ばそう 
　

 

駅伝大会で輝く一中生　女子チーム２位！ 
　南相馬市馬事公苑にて県中体連駅伝競走相双地区予選会が開催されま
した。相双地区の中学校の代表選手が健脚を競い合いました。大会３連
覇をねらう女子チームは、楢葉中との激しい首位争いの末、わずかな差
で２位でフィニッシュとなりました。悔し涙も見られましたが、相双の
代表として県大会出場権を得ました。男子チームがスタートすると昨年
を思わせるような雨が降り始め、きびしいコンディションとなりまし
た。しかし、みんな雨にも負けず力強い走りを見せ、７位でゴールしま
した。それぞれが自分の思いをもって挑戦し、暑さの中を頑張ってきた
経験は、一人一人の成長につながったことと思います。県大会は１０月

 ８，９日いわき市２１世紀の森公園にて開催されます。
 
男子メンバー　岩崎さん２年　穂積さん１年　八巻さん３年　 
　　　　　　　高橋さん１年　佐々木さん２年　新木さん３年 
女子メンバー　小野田さん３年　鈴木さん３年　河内さん１年　 
　　　　　　　加藤さん２年　北原さん３年 
区間賞　男子５区（3km）佐々木さん10分49秒　 
　　　　女子１区（3km）小野田さん10分35秒　 
　　　　女子３区（2km）河内さん　7分52秒 
 
 

最優秀賞に輝いた吹奏楽部 
　福島県下小中音楽祭「第２部合奏」が、相馬市民会館にて開催されました。夏のコンクールの後、こ
の大会に向けて吹奏楽部の子ども達は日々練習を重ねてきました。みんなの心を一つの曲に込めて、素
晴らしい演奏ができました。他の参加団体の演奏レベルも高く、甲乙つけがたい激戦の中、最優秀賞に

 輝きました。県大会は１０月１１日に須賀川市で開催されます。
 

語彙力は大切 
　本校では、授業や週末課題などでリーディングスキルを伸ばそう
と取り組んでいるところです。教科書の文章で、子ども達にとって
親しみのない、意味が通じない言葉があると、自分で教科書を読ん

 で理解することが難しくなります。
　９８％の壁というのがあって、まとまった文章を流ちょうに読ん
で理解するためには、そこにある９８％以上の語彙を知っている必
要があるといいます。大人でも、契約書、申請書、マニュアルなど
読んで理解するのがつらいときがあるのはそのためです。子ども達
には、自分で教科書や参考書を読んで理解し、自主的に学習を進め
る力を身に付けるためにも、語彙をふやすことは大切だと考えま

 す。
　ベネッセによる「現代人の語彙に関する調査」では、本を「全く読まない人」と、月に「１〜２冊読
む人」とでは、語彙力に約１５％の開きがあることが明らかになっています。読書の習慣があること
で、自然と語彙が増えていくということです。それに加えて、大人との会話が多いこと、ＳＮＳでの単
語やスタンプのコミュニケーションから意識的に抜けだし、文で表現することを心がけることなどが、

 語彙を増やすことにつながります。読解力、学力向上の一つのステップとしてご一考ください。
 

 　
来週の予定  
 ９月１７日（火）実力テスト（３年）　中高連携授業２年英語　 

 　　１８日（水）ＰＴＡあいさつ運動 7:30 ～　職員会議   ノー部活デー 

 　　１９日（木）中高連携授業３年数学・英語    
 　　２０日（金）生徒会専門委員会（前期・後期） 

 　　２１日（土）秋の全国交通安全運動（～３０日） 
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相馬市立中村第一中学校だより

１年４組社会のRS視察研究授業の様子



 

　　　　　　　　 

  
 
 
 
 
 


